
「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 27日～11月 9日 

実施内容 

タイトル「私たちの推し本！」 

・図書委員が、みんなに読んでもらいたい本を選び、本の紹介などを書いたカードと一緒

に特集コーナーで展示し、本の貸出をした。 

・読書週間期間中、貸出冊数を一人 2冊から 5冊に増やした。 

 

 

↑図書委員が書いた紹介カードの一部 

小説を中心に、色々なジャンルの本のカードが出来上がった 

（合唱コンクール前だったこともあり、発声法の本をおすすめする委員も…） 

児童生徒の様子 

・図書委員会の推し本を、興味深そうに本を手に取ってみたり、借りたりしていた。 

・５冊貸出は、シリーズ物の続きが読みたい生徒や、新しく読みたい本と読み返したい本

を同時に借りたい生徒に、特に好評だった。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

・それまであまり借りられていなかった本を、生徒たちが手に取ったり借りたりするきっか

けになった。 

備考 
 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒南中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 1日～11月 11日 

実施内容 

タイトル「みんなのおすすめの１冊」 

①10/21～11/11 

「第４回 お気に入りの１冊をあなたへ 読書推薦文コンクール２０２４ 入賞作品集展示」 

   公益財団法人博報堂教育財団で紹介された本を推薦文とともに展示。 

②10/1～11/11 

「図書委員が選ぶおすすめの１冊」  図書委員が選んだおすすめの１冊を窓際に展示。 

③１０/1～10/31 

「ゴーストミッケ！」小さなゴースト６匹を本の中に隠し、暗号や、なぞなぞクイズから分類番号

や著者名を当てて、その本を探す。 

「ハロウィン重さ当てクイズ」ハロウィン仕様の壜の重さを手で持っただけで当てるクイズ。正

解に一番近い人４人に、しおりなどをプレゼント。 

④10/1～11/11 

「ヨイヨワネ」 ヨシタケシンスケの著書「ヨイヨワネ あおむけ編、うつぶせ編」から、気に入っ

たことばを図書館に来た人に選んでもらい、毎日ひとつ、その言葉を標語のように、ホワイトボ

ードに書いて、見て楽しんでもらう。 

⑤11/4～ 

「小中高生が選んだ本ランキング」 読売新聞１０月２８日の記事より、男女別、小中高生が

選んだ本ランキング上位１０位をホワイトボードで発表。選ばれた本も展示。 

児童生徒の様子 

①推薦文を読みながら借りる本を決めてくれていた。②図書委員がそれぞれの一番の

お気に入りの本を選んでくれたので、興味を持ってもらえたと思う。③毎年恒例のイベン

トだが、今年もたくさんの生徒が参加し、ゴーストミッケは、司書が本の探し方をレクチャ

ーしながら探してもらったので遊びの中で覚えてもらえたらいい。④励ましたり鼓舞した

りする言葉とかではなく、ゆるい弱音を提示したので、気持ちが楽になってもらえたと思

う。来た生徒がホワイトボードに絵を描くなど楽しんでいた。⑤ランキングは興味深く見て

いた。「この本読んだ」とか「これ、上位なんだぁ」とか話題になっていた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

特に１年生の読書熱が高いので、今後も図書館に呼び込むイベントを色々考えたいと思

う。学年によって、図書館に来る頻度も違うが、気楽に立ち寄れる場所には、なっているよ

うだ。 

備考 
 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒北小中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 21日～12月 10日 

実施内容 

タイトル「クイズに答えてしおりをもらおう！」 

・中学校の図書委員会で、図書館クイズをしました。委員は６人なので各自３～４問ずつ

問題を作り、全部で２０枚のクイズの紙を図書室のあちこちに貼りました。 

 「チョウとガの違いは？」「なぜ花は咲く？」「『マンガでわかる中学理科』で北野先生

が飲んだミドリムシドリンクはどんな感じだったでしょうか？」「Cu（銅）は１０円玉の製造

にも使われているが、１０円玉には何％含まれているでしょう」といった科学系の問題あ

り、「『また同じ夢を見ていた』にでてくる小柳奈ノ花は何年生？」「『さくらい動物病院の

不思議な獣医さん』にでてくる桜井亜希はなにができる？」といった文学系の問題あり、

三国志の関羽の刀の名前を問うたり図書館の歴史についての問いがあったり、予想の

上を行くバリエーション豊かな問題の数々になりました。３択の答えも工夫がされていて、

今のところ全問正解者は出ていませんが、景品の折り紙しおりを図書委員たちは楽しそ

うに作っていました。 

・図書委員がブックハンティングした本を展示しました。選書から装備まで自分たちの手

で行ったので思いのこもったコーナーになり、常にほとんどの本が貸出中になっていま

す。（真っ先に借りたのは図書委員自身でした） 

・小学５年生にはブックトークをしました。とにかく自力で１冊の本を読んでもらいたいと

いう思いから「本を１冊読もう！」というタイトルにしました。先生のご要望は動物や食べ

物が出てきた方が興味をひかれるのではないかということでしたので、そうした内容の

読みやすい本に加えて絵本も混ぜ、文を読むことが得意でない児童も手に取りやすいよ

う配慮しました。 

・中学３年生には絵本の読み聞かせ講習をしました。ひとり１冊絵本を選んでこども園に

持っていき、園では読み聞かせの時間を取ってもらったそうです。 

児童生徒の様子 

中学生はなかなか図書室で過ごす時間を長くとることができませんが、少しずつクイズ

にも参加してくれるようになってきました。 

小学生は紹介した本に興味を持ってくれ、副本を多めに団体貸出させてもらっていまし

たが、あっという間に売り切れてしまった本が続出しました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

図書室の本がヒントになるようクイズを考えている図書委員が楽しそうでした。委員同士

の結束も強くなったようです。小学生は本が苦手な子が多い学年と聞いていましたが、

紹介本にはとても興味を持ってくれ、ブックトーク後に教室に置いていた本を皆熱心に読

んでくれたと担任の先生から聞きました。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立緑ヶ丘中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 22日～11月 9日 

実施内容 

タイトル「とにかく癒やされたいあなたへ」 

 

・「こころとあたまの深呼吸。」という今年のテーマにあわせて、行事が忙しい２学期少し

でも図書館で疲れを癒やしてもらえればと考え、読んでほっこり癒やされるような本を集

めて展示しました。 

読みやすい絵本や、手に取りやすい表紙の哲学書、動物の本などを展示。 

 

・読書週間のポスターを作成して昇降口や図書館の入り口にあるボードに掲示しまし

た。 

 

・図書館だより 10月号で読書週間について告知しました。 

 

・読書週間期間中、ハロウィンイベントも行い、図書館内の飾りつけやハロウィン関連本

を展示し、本を借りた生徒にしおりを配布。 

 

児童生徒の様子 

癒やし本の特集展示では、興味を持って借りる生徒や毎日お気に入りになった絵本を館

内で読むなど、様々な楽しみ方で本に親しむ姿が見られました。 

期間中に行ったハロウィンイベントでは館内の飾りつけやしおりの配布などで、楽しんで

もらえたと思います。館内の飾りは地域のボランティアの方たちに協力していただき季節

ごとに作成しています。そんなあたたかい雰囲気の図書館でくつろぐ姿も見られました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

2 学期は行事が目白押しだったので、貸出数はそんなに伸びませんでしたが、昼休みな

ど生徒の来館数は昨年以上に多かったです。図書館が憩いの場として存在していると

実感しました。その反面少し騒がしい場面も多かったので、本を読む場と憩いの場として

共存できる方法を工夫していかなければならないと思いました。また癒やし本に興味を

持ち、借りに来てくれる先生もおられました。 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立鹿ノ台中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 20日～11月 28日 

実施内容 

タイトル「幅広く文学作品に触れる」 

・「１０代がえらぶ海外文学大賞」でノミネートされていた作品が馴染みのないものばか

りだったため、海外文学はあまり読まれないこともあり展示して校内投票をしました。本は

生駒市図書館に蔵書のあるものだけ借りて展示しました。 

 たぶんこれが選ばれるだろうという生徒たちの予想通り、環境保護が主題の絵本要素

の多い本が大賞に選ばれていました。校内投票で１位だった本は、特別賞をもらっていま

した。 

 

・今年の図書委員のブックハンティングは、各出版社のパンフレットから選んでもらいまし

た。話題の本や人気作家の本、息長く読み継がれている本などが選ばれました。希望者

には自分で選んだ本を装備してもらいました。 

 

・３年生には絵本の読み聞かせ講習をしました。保育体験の日が決まっていたので、ひと

り１冊必ず持って行けるように生徒の人数分の絵本を図書館から借りて提供しました。

皆担当園児の年齢を考慮しながら、熱心に絵本を選んでいました。 

児童生徒の様子 

少し変わった海外作品を展示したので、目を引いたようです。中をパラパラめくって見る

生徒は何人もいましたが、貸出には繋がりませんでした。 

ブックハンティングの本は継続して良く借りられています。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

絵本に興味を持つ生徒が増え、中学の図書室の絵本もよく借りかれるようになっていま

す。 

備考 
 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立上中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 27日～11月 13日 

実施内容 

①3年生三者懇談中の家族貸し出し 

②別置［小中高生が読んだ本ランキング］読売新聞 10／28掲載 

③『読書尚友』 図書館サポーターさんからの言葉 

④ビブリオバトルに向けた本探し 

 

①11/7㈮～13㈭の三者懇談の日時に合わせて、家族貸し出しを実施しました。普段貸

出できる本は 2冊だが、期間中は生徒 5冊、家族の方 5冊の計 10冊が借りられるよ

うにしました。 

②読売新聞に掲載されていた学校図書調査によるランキングを参考にして小中高生が

読んだ本を別置しました。また、実施されたアンケート調査による結果も一緒に掲示しま

した。 

③月に一度、図書に関する装備や修理、書架整理などをして下さるボランティアの方々

が、中学生に向けて『読書尚友』という言葉を贈って下さり、その言葉に合わせた本を集

めて別置しました。 

④主に 1 年生が国語の授業で、ビブリオバトルについて学び、発表する本を探しに昼休

みや業間の休み時間を利用して、図書館の本を探しに来ていました。 

 

 

児童生徒の様子 

①お母さんが借りてきてほしいと頼まれたと言って、本を借りに来る生徒や、月に一度配

布している図書館だよりを片手に、新刊の本を探している生徒などが見られました。③

別置した本を手にしてくれる生徒が、直接ボランティアの方々と会うことはないけれど、本

を通して、地域の方々の思いや、昔の人の言葉が生徒のみなさんに少しでも届いていた

らいいなと思います。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

④絵本を借りていた生徒が、やはり絵本では 5 分間の発表に話す内容がないと選びな

おしに来たり、色んな分類の本を探して借りて行ったりと苦戦している様子が見られまし

た。経験することで、学ぶことがたくさんあることを、実感してくれたら嬉しいです。 

備考 
 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立光明中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 16日～11月 9日 

実施内容 

タイトル「 ハロウィンイベント＆（非公式）百人一首大会 」 

 体育大会が終わり、ハロウィンが近いということもあったので、ハロウィンイベントを開催

しました。ハリーポッターに登場する寮のクラス分けになぞらえた内容だったため、普段図

書室を利用してくれている生徒だけでなく、ハリーポッター好きなど多くの生徒が来室し

てくれました。 

 イベントの内容としては、本を借りてくれた生徒に組み

分けくじを引いてもらい、そのくじに書かれた寮に振り

分けられるというものでした。（左の写真のようにホワイ

トボードにて誰がどの寮になったか貼り出しも行いまし

た。）また、そのくじを持って再度本を借りてくれた生徒

には、各寮のカラーのオリジナルしおりをプレゼントしま

した。 

 イベントが始まる前には、朝の読書の時間に図書委員による放送連絡を行いました。ハ

リー役とハーマイオニー役に扮して、真面目にイベント告知をするパートと寸劇形式でハ

リーポッター特集であることを前面に出すパートに分けて、放送連絡をしました。 

  

 ハロウィンイベントとはまた別ですが、百人一首大会

も行われました。受験勉強の合間に３年生が多く参

加してくれただけなく、校長先生も飛び入りで参加し

てくれて大いに盛り上がりました。 

児童生徒の様子 

 ハロウィンイベントには１４４名が参加してくれて、「誰と同じ寮だろう？」「この先生と同

じ寮だ！」とくじを引くだけでなくその後の楽しみもあって、普段以上の活気がありました。

放送連絡の効果もあり、ハリー役・ハーマイオニー役に会いたいという生徒も出てきまし

た。 

 百人一首大会において、生徒たちはなかなか校長先生と触れ合う機会がない中で、一

緒に楽しく図書室で過ごすことができたため、いつも以上に図書室でのひと時を有意義

に過ごしてくれました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 より図書室を近いものとして感じて、活発に図書室を利用してくれる生徒が増えたよう

に感じられる。また、寸劇形式で放送を行えたということもあり、図書委員の放送連絡の

やり方や幅が広がったように思います。 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立大瀬中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和７年 10月 27日～12月 5日 

実施内容 

①「図書委員からの挑戦状～謎解きは図書室で～」 

10月 27日～12月５日で、図書委員会の時間に委員が

各々選んだ本で作った謎解きクイズをした。用紙１枚に３

問あり、全問正解したらオリジナルキーホルダーをプレゼ

ントしている。オリジナルキーホルダーは９月から準備し、

図書委員も紐作り、カット、紐付けをした力作。 

②「図書委員のブックハンティング」 

９月下旬から 28 人いる図書委員が選書した本を購入し、貸出を

行っている。選書したがすでに図書室にある本は図書委員の手書

きのメッセージとともに別置コーナーを設けた。 

 

③「学級旗パズルレース大会」 

9月10月は体育大会時期に合わせて、学級旗イラス

トの読書パズルをクラス単位で行った。一日一人１回

貸出利用でパズル１枚を貼り、期間中にパズルが完

成したら、ブックカバーにしてプレゼントした。 

児童生徒の様子 

①謎解きは一人で取り組む生徒もいれば、友人同士で解いて同じキーホルダーをもらう

生徒もいて、楽しんで取り組んでいた。 

②人気アニメの小説版からミステリー小説、自己啓発本と様々な選書があり、いろいろな

ジャンルから本を探していた。別置にしたところ貸出が増えた。 

③読書パズルの完成に向けてではあるが、クラス内で声を掛け合って図書室利用する

様子がうかがえ、利用する生徒が増えた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

今期の読書フェアは協力して取り組める、作り上げるように企画したこともあり、グループ

での図書室利用が増えたように感じた。 

備考 
 


